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まちの話題タウントピックス

親子の絆を強め、子どもたちに笑顔を！

～熊本県 PTA研究大会あらお大会、開催～

社会教育生涯学習の拠点活動として表彰され

ました～中央公民館が優良公民館表彰～

　

11
月
９
日

（
月
）、
中
央
公
民

館

（
前
田
優
一
館
長
）
が
、
文

部
科
学
省
に
よ
る
第
62
回

（
平

成
21
年
度
）
優
良
公
民
館
表
彰

を
受
け
た
こ
と
を
市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
は
平
成
19
年
か

ら
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ま
ち
づ
く
り
あ
ら'

モ
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
て
、
市
を
始
め
、

国
や
県
、
地
域
や
民
間
の
各
種

団
体
と
幅
広
い
分
野
で
連
携
し

て
い
る
こ
と
や
、
文
部
科
学
省
と

連
携
し
た

「
た
お
や
か
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
２
０
０
９
」
の
実
施
が
評

価
さ
れ
、
全
国
で
表
彰
さ
れ
た

55
館
の
う
ち
１
つ
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

11
月
７
日

（
土
）、
本
市
で
熊

本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
あ
ら
お

大
会
が
、
荒
尾
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
の
主
管
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は

「
親
子
の
絆
～
笑

顔
が
似
合
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
家
庭
に
笑
顔
を
～
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
、
熊
本

県
内
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
お
よ
そ

２
千
500
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

作
家
・
家
田
荘
子
氏
に
よ
る

記
念
講
演
や
、
特
別
支
援
教
育

や
食
育
な
ど
多
角
的
な
視
点
に

立
っ
た
５
つ
の
分
科
会
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
、
熱
心
な
研
究
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

↑式典や全大会会場となったグリーンランドのレインボーホ
ール。子どもたちへの愛情と熱意にあふれた大会でした

↑右から前田優一公民館長と前畑市長、公民館職員の森聖也さん、
前田憲吾さん。

文化が花開き、芸術に親しむ秋

～荒尾市民文化祭～

100 歳おめでとうございます

瀧澤マチさん (新生西 )
まちの宝を再発見

万田坑特別公開

　

11
月
に
100
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
瀧
澤
マ
チ
さ
ん
。
11

月
５
日

（
木
）
前
畑
荒
尾
市
長

よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
お
話
を

さ
れ
市
長
訪
問
の
ひ
と
時
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
24
日

（
土
）
か
ら
11
月

22
日
ま
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
市

民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
と
舞
台
部
門
に
分

か
れ
、
日
頃
か
ら
の
修
練
の
成

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
文
化
祭
の
最
後
を
飾
る

民
謡
関
係
合
同
発
表
会
は
、
来

年
３
月
14
日

（
日
）
に
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

10
月
３
日

（土
）
と
11
月
３
日

（
火
）、
万
田
坑
の
特
別
公
開
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
あ
わ
せ

て
約
２
千
人
も
の
見
学
者
が
訪

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
万
田
坑
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
今
年
４
月
か
ら

の
見
学
者
数
が
約
７
千
人
と
な

り
、
産
業
遺
産
や
世
界
遺
産
登

録
へ
の
興
味
関
心
の
高
ま
り
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

↑これからも末永くお元気で！

↑竹細工の展示のようす。さまざまな分野で行わ
れている文化活動の成果が一堂に会しました

↑ 11 月 3 日の万田坑ステーション。多くの見
学者が訪れ、ガイドの話を熱心に聴いていました
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まちの話題

12 月 3日から 9日は
障害者週間です

誰
も
が
お

互
い
を

尊
重
し
、

支
え
合
う

「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て

【
夜
間
、
祝
日
・
休
日
の
特
別
納

税
窓
口
開
設
！
】

　

皆
さ
ん
が
納
税
し
や
す
い
よ
う

次
の
日
程
で
夜
間
、
祝
日
・
休

日
の
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

同
時
に
納
税
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
平
日
の
夜
間
納
税
窓
口

（午
後
５
時
15
分
～
午
後
８
時
）

14
日

（
月
）
～
18
日

（
金
）、

21
日

（月
）、
22
日

（火
）、

24
日

（木
）、
25
日

（金
）

●
祝
日
・
休
日
の
納
税
窓
口

（午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

19
日

（土
）、
20
日

（日
）、

23
日

（祝
・
水
）、
26
日

（土
）、

27
日

（日
）

●
受
付
窓
口

　

収
納
課
⑧
番
窓
口

●
対
象
税
目

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

　

軽
自
動
車
税
、

　

国
民
健
康
保
険
税

【
納
税
相
談
！
】

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い

と
、
本
税
の
ほ
か
に
督
促
手
数

料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
と

と
も
に
、
滞
納
処
分
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
方
法
な
ど
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

[

問]

収
納
課
☎
63
・
１
３
５
３
、

☎
63
・
１
３
６
２

特
別
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す

～
12
月
は
納
税
推
進
月
間
で
す 

～

　

10
月
28
日

（
水
）
ま
で
市
役
所
総
合
案
内
に
て
募
金
箱
を
設
置
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
多
額
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

募
金
は
日
本
赤
十
字
を
通
じ
て
、
送
金
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

[

問]

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
☎
63
・
１
４
１
７

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

サ
モ
ア
島
沖
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
義
援
金

◆
障
害
者
週
間
と
は

　

毎
年
、
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は
障
害
者
週
間

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
「
共
生
社
会
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

「
共
生
社
会
」
と
は
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
誰
も
が
お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合

う
社
会
の
こ
と
で
す
。
障
が
い
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
し
、
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
、
「共

生
社
会
」
実
現
へ
の
第
一
歩
で
す
。

◆
「
障
が
い
」
を
理
解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

（１
）
障
が
い
は
誰
に
で
も
生
じ
得
る
身
近
な
も
の
で
す
。

　

・
身
体
障
が
い
の
半
数
は
18
歳
か
ら
64
歳
の
間
の

病
気
や
事
故
に
よ
る
も
の

　

・
う
つ
と
診
断
さ
れ
る
の
は
国
民
の
15
人
に
１
人

（
２
）
障
が
い
は
多
種
多
様
で
同
じ
障
が
い
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

・
障
が
い
の
程
度
に
よ
る
違
い　

・
障
が
い
が
生
じ

た
時
期
に
よ
る
違
い

（
３
）
外
見
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
障
が
い
も
あ
り

ま
す
。

　

・
聴
覚
障
が
い
や
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
内
部
障
が
い

　

・
精
神
障
が
い
や
自
閉
症
等
の
発
達
障
が
い
な
ど

（
４
）
不
自
由
さ
は
あ
る
が
周
囲
の
理
解
や
配
慮
が

あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

・
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
、
就
労
な
ど

◆
日
常
生
活
や
事
業
活
動
の
中
で
の
配
慮
や
工
夫
が

「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
促
進
し
ま
す
。

（
１
）
困
っ
て
い
そ
う
な
場
面
を
見
か
け
た
ら
、
「
何

か
お
困
り
で
す
か
」
と
一
声
か
け
て
、
自
分
に
で
き

る
お
手
伝
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
際
に
は
、
障

が
い
の
あ
る
利
用
者
も
い
る
こ
と
を
考
え
て
、
ど
の

よ
う
な
配
慮
が
必
要
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
「
障
が
い
が
あ
る
か
ら
」
と
決
め
つ
け
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

[

問]　

福
祉
課

☎
63
・
１
４
０
６
、　

FAX　

62
・
２
８
８
１


